
（管理規則第１９条実施要領 別紙様式） 

教科等別年間指導計画 
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２  
 
 

 
教科  

 
外国語  
（英語）  

 
 
教科  

 
目標  

 

 
 
 
 
・英語を理解し、英語で表現する基礎的な能力を養い、英語で積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を育てるとともに言語や文化に対する関心を深め、国際理解の基礎を養う。  

 
授業  
方法  
形態  

 

 
 
 
・少人数授業・習熟度別授業少人数授業  
・ TEAM TEACHING 

 
先

生

か

ら

 
 
・クラスの仲間と英語を使ってコミュニケーションする。
・英語に慣れ親しみ、大きな声で発言しよう。  
・英語を通じて、外国の文化を知ろう。  
・新出単語、文法を確実に身につけ、会話表現も覚えよ
う。  

月  単元名  単元のねらい，内容  評価規準・方法等  総 合 的 な 学 習 ， こ と ば の 教

育 ， 環 境 教 育 ， 情 報 教 育 等 と
時 数

 
４ 
 

Unit  1 
学校での学習  
（スピーチ）  

○「～だった」と過去の様子について表現す

る。 
○「～した、していた」と過去の行為を表現

する。 

○ b e動詞の過去形と過去進行形を理解して
いる。  

○過去・過去進行形の英文を正しく聞き取
ることができる。  

【単元テスト、ワークシート、言語活動】  
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Unit  2 
家庭での生活  
 

○未来の予定や計画について表現す
る。  

○登場人物の気持ちを理解して、感情
を込めて本文を音読する。  

○助動詞 w i l lや be  go ing  t o～を使って未来
の表現を理解する。  

○登場人物の場面や心情に応じた音読がで
きる。  

【単元テスト、ワークシート、言語活動】  

人間関係形成  10

 
６ 
 

Unit  3 
旅行  
（空港で）  

○「（～に）・・・がある」という言
い方で町にあるものやそこにいる人
に伝える表現する。  

○入国審査のやりとりを理解する。  

○ There  i s  / a re～ .構文について理解してい
る。  

○ There  i s  の構文の英文を正しく聞き取る
ことができる。          【単
元テスト、ワークシート、言語活動】  

場面に応じたコミ
ュニケーションが
できる。  
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Unit  4 
道案内  
 
 

○  「～すること」という言い方を理
解して表現する。  

○  道を尋ねたり教えたりするときの
表現を理解して使う。  

 

○不定詞の名詞的用法と動名詞について理
解すると共に、動詞の違いによって後に
不定詞が続いたり動名詞が続いたりする
ことを理解している。  
道を尋ねたり教えたりする言い方を理解

している。【単元テスト、定期テスト、

言語活動】  
 

場面の応じた文章
を正確に書くこと
ができる。  
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Unit  5 
校外活動  

○  「～するために」「するための」

という表現を使う。  
○  「～するとき」という表現を使い

いろいろなことを説明するる。  

○不定詞の副詞的用法（目的の表現）と形

容詞的用法を理解している。  
○接続詞whenの用法を理解している。  
【単元テスト、ワークシート、言語活動】  
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Let ’s Read ○  自分の意志や目的を表す表現を知
り、その表現を使う。  

○  異文化に触れて外国の文化や風土
・風習を知る  

○ある行動の目的を相手に説明したり、予
定を表現することができる。  

○友だちの行動や予定を聞き、その聞いた
内容が理解できる。  

【単元テスト、定期テスト、言語活動】  

異文化について学
ぶ  

10

 
11 
 
 

Unit 6 
家庭での生活  

○  比較級と最上級を用いて人物の状
態を表現する。  

○  本文を読んでハロウィーンの文化
的背景を理解して欧米の文化に関
心を持つ。  

○比較級と最上級の表現を理解している。  
○ハロウィーンの文化的背景を知り、自分
で欧米文化について興味・関心を持って
いる。  

【単元テスト、ワークシート、言語活動】  

欧米文化について
学ぶ  
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Unit ７  
学校での生活  

○  more/ the  mostを用いて比較級と最
上級の表現を使う。  

○  登場人物の心情を自分に照らし合
わせて、内容を理解する。  

○more / the  mos tを使った比較級と最上級の
言い方を理解しているか。  

○登場人物の気持ちを考えながら適切に英
文を音読することができる。  

【単元テスト、定期テスト、言語活動】  

場面に応じたコミ
ュニケーションが
できる。  
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Unit ８  
学校での活動  

○  「～に・・・する」という表現を
使い物事を伝える。  

○  場面の様子や登場人物の心情を理
解して、場面に応じた音読をする
る。  

○ S＋V＋O＋Oの文型を理解して、使うこと
ができる。  

○登場人物の気持ちを考えながら適切に英
文を音読することができる。  
【単元テスト、定期テスト、言語活動  

場面に応じたコミ
ュニケーションが
できる。  
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Unit ９  
家庭での生活  

○  「～は・・・される」のような表
現で物事を説明する文を読んで内
容を理解して心に残る言葉を見つ
ける。   

○受動態の意味を理解して、正しい英文を
書くことができる。  

○登場人物の気持ちを考えながら適切に英
文を音読することができる。  
【単元テスト、定期テスト、言語活動  
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Water from  
Fog 

 

○  自然科学に関する文章を読んで概
要をつかみ、内容を理解する。  

○  自 国 の 生 活 と 文 化 を 見 直 し て 科
学、環境の日常生活について考え
る。  

○本文を読んで内容をりかいして、本文の
大意をつかむことができる。  

○身近な発案が人々の暮らしを豊かにする
ことを理解する。  

平和な世界への貢
献  
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